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綜 説
食品衛生学的見地か ら観 た腸内細菌の今昔 (IV)
Paracholera vibrio and Cholera vibrioの 細 菌 学
平  田  一  士梼
 Cholera vibrio groupは し・わゆ るEentero bacter
groupか らは切離 して別途 に扱われて い るの が 普 通
で あ るが,飲 食物 感染性 の重要な消化 器伝 染病病 原体
で あ るの で敢 て こ こにSpaceを 借 りた こ とを特 に冒
頭 して了 を求め てお く次第 であ る。
      第 一 章 緒    論
 Paracholeraな る病 名はKoch's choleraをClas
sic cholera,或 は 真 【Eコレラ と云 う観 念 の も と に,
之 に対 す る反 語的な考 え方か ら,或 は類 コレラ と云 っ
た 気持 もあ って,1937～8年 に於け るセ レベス島 南 部
地域 に流行 した いわゆ るEL-Tor choleraに 対 して
時 のマ カ ツサル衛 生研究所1De Moor氏 に命 名され
た病 名で,‡ を時 のWHOが 採択 した こ とに始 まる
が,此 の ことが今 回 フ イ リッ ピン諸島 その他の 南方地
域 に大流 行中の コレラ騒 動に防疫問題 の上 で混乱 を引
起 した 原因 と もな った ものであ る。
 才卯々Cholera diseaseはTyphoid, Paratyphoid
and Dysentery等 と共 に,極 めて激 しい症状 の 消化
器 伝染病 であ る。然 しCholeraは,本 邦 としてはPest
と共 に,純 然た る外来 伝染 病の一種 ではあ るが,而 し勿
論 本邦 に於 いて もCholeraは 法定伝染病 中 に数 え ら
れ,而 もその中 で,本 症 には特に流行の激 しさ,死 亡率
の高 さ等の 点か ら他 に比類 のない激症 として重 視 され
て い るものであ る。 従 って原囚菌のCholera vibrio
につ い て も,試 験 研究に対 して迄,厳 重な る取扱 上 の
法的措 置が定 め てあ る程 であ る。
 本邦 に於 け るCholera流ffは,往 時 に あ っ て は.
Pestと 違 って,相 当大 きな爆 発的流行 の事 実が 記 録
され てい る。 然 しCholeraに 就いては,同 じ消 化 器
伝染 病 であ る他 のTyphoid, Paratyphoid, Dysen-
tery等 と違 って,研 究 が余 り進んでい ない。従 っ て
文献 等 も進歩 した今 日の ものは殆 ど見 当 らず,殊 に 本
邦 で は,そ うであ っ て,Cholera and Cholera vibrio
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に関する進歩 した文献はな く,又Cholera and Chol
era、ibrioに 関 し実際に 直面 し,之を経験 した医学徒
も,新 人層には極めて少いのではあるまいか?之 は第
二世界大戦後,急 速な進歩を遂 げつつある医学の対象
となる地域に於 いてのCholera流 行がなか ったため
でもあらう。本邦に於いては,昭 和21年4月,浦 賀湾
に入港 した南方引揚船団21隻, その乗客85・508名 中
に,真 正 コレラ患者として診断された者1.701名,他
に コレラ容疑患者 として2.550名,そ して同死亡者407
名の勃 発が,其 の筋の記録に残 っているが,太 平洋戦
争終結直後の特殊事情下にあ った当時の本 邦 と し て
は,此 の コレラ騒ぎは殆 ど社会的には一般に知る由 も
なか った。当時,約30名 のCholera患 者を東京駒込
病院に収容 したに過ぎず,他 を一切処理完結迄,上 陸
が許されなか ったことか ら,当 コレラも国内流行の惨
を見ず して終息 したことは幸いであったが,反 面又 目
星 しい研究業績 も残らなか った。尚ほ此の時は,完 く
別途ではあ ったが,京 都の舞鶴に於いても約10名 のコ
レラ患者が,南 方からの入港船 で持込 まれた事件があ
ったが,前 述の東京の例 と等しく,特 殊事 情 下 で あ
り,一般的には不問の内に堰 り扱われたが,幸 にChol
era大 流行の惨は免れた。繭来,本 邦にCholeraの
侵入はな く,今 日に至っているが,1961年4月,ジ ヤ
ワ島にParacholeraが 発生 し,同7月 にはボルネオ
島のサ ラワクに浸淫,同8月 にはマカオ,:ホ ン コ ン
に,そ して中共に,又 同9月 にはブイリッピンに侵入
して,1司 地で全域に亘って大流行を極めた。従来此の
順路を辿 るCholeraの 流行では,必 ず と云 っても決
して過言でない夫れ程に,本 邦のどこかでそのChol-
eraの 侵入流行があった。そこで今回の上記南方諸地域
のCholera流 行に対しても,本邦では逸早 く衛生行政
当局の特に注 目するところとな り,国 内にあっては港
湾検疫を強化する一方,港 湾周辺地域一帯の予防注射
励行,外 に対しては流行現地ブイ リッピン当局等に向
って,治 療材料(医 薬その他)の 応援と,大 童である
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のは,蓋 し,当 然の措置と首肯出来 るのであ る。そこ
で飲食物,殊 に海産魚介類を感染媒体 とする場合の多
い本病 として,「 四面皆海」とする本邦ではあ り,而
も 「生 もの喰い」の多い習慣性の強い我国 と し て は
Choleraの 如きは極 めて強敵である。又Choleraは,
その発病が二,三 日の潜伏期を措き,突 然激症を以って
発病する性格なので,検 疫等の際に も,被 検者は健康
者でPassし た後で突然の発病では防ぎ様の な い事
態 もあ り得るのであ る。殊に又,航 空便の発達 した今
日,Choleraの 突然の侵入は之を防止す る自信のある
可 くもないのである。真に寒心に耐えない状態である。
そこで私は薙にCholera and Cholera vibria Para
cholera and Paracholera vibrioに っいて私が台
湾総督府中央研究所在勤中に取扱った経験を想起 しつ
つ今回の南方諸地域に流行中のCholeraを 考察の対
象におきつつ本誌の余白を借 りんとする次第である。
         第 二 章
Cholera and Paracholeraに 関す る歴史 的概 略
   第一節 外国に於けるCholera流 行史
Choleraは 太古か ら印度ガンジス河 口三角洲 湿 地 帯
(デル タ地帯)の ベンガル地方一帯に常在の,流 行,病
勢,共 に急激な,そ して死亡率の高い,消 化器伝染病
で,殊 に 「米の とぎ汁状Rice water stools」の水様下
痢は本症の顕著な特徴 とされる。又大量下痢や,そ の
患者の虚脱状態,及 び塩類の過度消失状態等に陥るこ
との多いことも本症に特有の症状である。
 この Cholera が交通未開発時代の18世 紀頃迄は
前記の如 く,主 として印度ガンジス河ロー帯に限局さ
れていて,恰 も風土病的な観方もあった様である。しか
し遅々にではあるが,そ の後次第に印度奥地帯,及 び越
境して,中 国奥地にも飛火伝播の傾向にあった ことは
事実が証明している。ところが1817年,英 国軍隊の印度
遠征に及 んで,印 度のGholera6,英 軍を襲 うところと
な り,軍 の本国との移動往来に乗 じて,遂 に欧洲に侵
入するに至 り,数 ケ国に及ぶ急激な汎発的大流行のあ
った事実を記録している。そして更に1826～1837年 に
かけて,第 二回目の世界的Cholera大 流行が汎発性
に起ってお り,そ の間1832年 に,米 国に も初 め て
Choleraが アイルラン ド移民によって, Newyorkへ
持ち込 まれてい る。この頃が印度のCholeraが,初
めて欧米の文明世界へ汎発的大流行を した時代であっ
て,此 の時には実に数百万人の人命がCholeraの た
めに奪われた と伝えられている。更に1882～196年 に
かけての ・シヤ大流行では80万 人のCholera死 亡者を
記録するに至った。当時医療技術が,決 して今 日の比
でなかった としても,他 の消化器系伝染病に較べて如
何にCholeraが 死亡率の高い激症であるかがよく窺わ
れよう。
    第二節 本邦に於けるCholera流 行史
 Choleraが 本邦に最初に侵入 したのは文政5年(1
822年)で,オ ランダの商船によって,ジ ヤ ワ島のChole-
raが 長崎港に持ち込 まれ,之 が全国的大流行に発展
した。次で第二回目の不邦大流行が,安 政5年(1858年)
徳 川家茂将軍(14代)の 時代で,本 回は,米 国 軍 艦
ミシシッピー号が中国から搬入したCholera と云わ
れ,夫 れが同年7月27日,当 時の江戸に初発患者の発
生が認められ同年9月22日 迄の間に,時 の江戸市民の
約施 に該当する約30万 人(286・000余 入)のCholera死
亡者を出した と記録されている。而 もその後も,記 録
によると本邦においても大小のCholera流 行は繰 り
返 されているようであるが,正 確なる統計的記録はな
い。而し明治年間に入ってからの本邦Cholera流 行
史を1.rくと,次 の如 くCholera流 行表 として統計的
作表が得られる。
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 表に見る様に,本 邦に於け るCholera流 行は,明
治年間に多 く,大 正,昭 和初期にかけて,稻 々その患
者発生数は減少したが,仲 々絶無とはならなかったよ
うである。而し昭和6年 頃 より,とみに本症の国内流行
は減 り,殆 どCholera患 者が見えなくな り,昭 和12
・13・14年には僅かに痕跡を止むる程度の流行に過ぎな
かった。そして前述の如 く昭和21年 に,南 方よりの引
揚船団がCholeraを 持込んだのであったが,戦 領統
治下の当時の 日本としては,… 般社会人の知る由もな
い措置下に終息 して しまった。然し其の筋の記録には
緒論に述べた如 く,南 方引揚者船団21隻 中の乗客85・5
08名 中,1.701名 の真正 コレラ患者と,2.550名 のコレ
ラ容疑患者を出し,同 死亡者407名 が記録 さ れ て い
る。尚ほ此の年には,全 く別途に京都府下舞鶴港にて
も約10名 のCholera患 者を出しているが,幸 に拡大
流行を見せずに終息 している。
 爾来,本 邦では今 日に至 る迄,幸 にCholeraの 脅
威からは完全に解放されている。
第三章 Choleraの 病原に関する考察
 従来,Choleraが,い わゆ るClassic choleraと も
称 され る真 正 コレラ,即 ちKoch's choleraと, Gots
chlichs'EL-Tor vibrioに 原因す ると云 うDe Moor
氏 のParacholera(Celebescholera)との二つ の名称
に分類 され て認識 され て来た ことは一 般に周知 であ る
。 そ こで,そ の両者 につ いて従来の文献 か ら原因 的考
察 を述 べ,最 後 に私の卑見 を述 べて結論 とした い。
    第一節 Ghalera vibrio
           (Koch's cholera vibrio)
 Cholera,い わ ゆ るClassic choleraが,印 度 ガンジス
河 口,デ ル タ地帯 のベ ン ガル地 方に て,風 土病的存在
に て太古か ら流行 していた に もかかわ らず,そ の病 原
体 は長 期間不 明の ままであ った もの である が, Cho
seraの 世 界的流行 として,第5次 に 相当 す る,ア ジ
ヤ諸 国,及 びア フ リカ,欧 洲,南 米を襲 う汎発的大流
行 が,1881～1886年 にか け て続 いた際,1883年 に エジ
プ ト及 び カル カ ッタに於 い てR.Kochに よってlChol
era 患 老の病 的材料か ら,本 症D病 原菌 として分離
報告 された のが,Cholera vibr呈oで あるが, Koch
が 此のCholera原 因菌を 発表 した 当初,勿 論東西 に
於 いて も盛 に本菌 に関す る研 究 は行われた。 而 しまつ
Kochに よ って,本 菌の形 態並 配列 的観点か ら,本 菌
にSpirillum cholerae asiaticaeと 命 名 した。 即 ち
本菌 は孤状を してお り,そ して,夫 れが数個 連鎖 した
配列 を鏡下に観 る場合が多 いの でSpirillumの 名を冠
した もの と解 して よい。 然 しCholera vibrioはChol
era patient stoo1中 に鏡 検 され る場合 には特有の水
中魚群 列の配 列状態を認 む る場 合 が普通 で,之 が糞便
中の本菌鏡 検上の特 徴 ともされ てい る.又Bergeyは
本菌 をSpirillum cholerae,Vibrio cnalerae.Comma
bacillus・Vibrio comma等 とも呼 ん でい るが,一 般
にはCholera dbrio,或 はVibriocholeraと 呼ばれて
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い る場合が多 い よ うであ る。
 Cholera vibrioの 形態 は非常に変 り易 く,又 加え
てVibrio groupに は非 病 原性の もの,い わ ゆ るWa-
ter vibrb group等 の類 も多 々あ って, Choleraの
流行には真 の病 原であ るCholera vibrioを 分離 す る
ことには 仲 々困難 があ り,従 って本菌 の確 認 には必 ず
免 疫学的 に確認 す る方 法,例 えばPfeiffer's reacti-
on.の 実施を必 須条件 として提 唱 され指導 も されて お
り,少 くともNeisser～Wechsberg's reactionの み で
も実施 すべ きだ と主張 され,又 指 導 されて い る。そ の
他Biochemica1に はIndol-reaction(and Nitoroso
indoi-reaction)Positveで あ るこ と等は まつ不 変で あ
るが,Fermentation testと な る と,之 はCholera
vibrioに 限 らず,他 の総 てのBacteriaに あ って も,
よ くFermentative varialltを 生 じ,判 定 に まぎ ら
わ しい点が多 々生ず るので,こ の 方法につ いては私 は
薙 では省略す る。 私共 はか つて,台 湾 総督府 中央研究
所在任 時代にKoch's Cholera vibrioに こつ いての生
物学的研究 に於 い て,そ のOriginal type's strain
はPepton watercultureに て よ く表面 に著 明な菌膜
を生 じ,平 等 な洞 濁発育を 特徴 とす る,之 に 対 し て
Variant type's strain lま穎粒状 沈澱 発育の型 を 採
り, Middletype's strainは 単に潤濁平 等発育を 以
って終始す る ことを報 告 して おる。叙 上の他,Chotera.
vibrioに 対 して特別 な性 質 は 挙 げ に く い。勿 論,
non pathogenic vibrio bacilli groupと の鑑別 等,
上述Pfeiffer's reaction and Neisser～Wechsberg's
reactionを 除い ては至難 であ る。
 次 にKoch's cholera vibrioのBiological chara-
ctersと して次 節に述 べ るEL-Tor vibrioと の鑑別上
に今 日迄,尚 ほ大 きな役割 が課せ られ てい る重要 事項
として扱 われて来 てい るものにHemotoxinの 問題が
あ る。 そ こで私 は藪にKoch's cholera㌔ibrioのHem
otoxin productivityの 問題につ いて卑見を 述べつ っ
検討 してお きた い。夫 れには まつGriegの 主 張を述べ
てお く必要が あ る。いわ ゆ るGrieg's testに つい てで
あるが,GriegはKoch'scholera vibrioとEL-Tor
vibrioと の唯 一 の鑑別法 として,こ のGrieg's testな
る ものを学界 に発表 した 。
然るに,此 の方 法に対 しては,頭 初 か ら一応 内外の学
者 間に異論 は述べ られてい るが,尚 ほ今 日迄 著書 には
掲 げ られ てい る方法 であ る。 即ちGriegの 説 くとこ
ろ に よ る と,Koch's cholera vibrioをま, Soluble
helnotoxin(Exo-hemotoxin)分泌作 用を持 た ない が
Gotschlich's vibrio(EL-Tor vibrio)はSoluble he一
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motoxinを 産 生す る と称 し,そ して その ことが 両 菌
種 間の唯一 の鑑 別点 とな る と主張 した もの であ る。 之
が即 ち,藪 で云 うGrieg's testで あ る。尚ほGriegは 此
の試験 で山羊 赤 血球を 使用 してい るが,文 献に よ って
は羊赤血 球を 用いた成 績を よく見受 け る。夫れ では原
則 的に はGrieg's testと は.認め られ ない。一 般にBact-
erial hemotoxinは 使 用赤 血球の種族 の別 に よって溶
血能 力が 異な る場 合が多 いの で注意をすべ きであ る。
 他 面 又Cholera vibrioのHemotoxin分 泌 能 力
は,そ のStrainの 別 に よ って強弱の差が あ って常 に
一一定 でな く,叙 上Griegの 主張 には私 としては首肯
し兼 ね る見解 を有 す る。 尚ほ此 の点に関 して は従 来 の
文献 に徴 して もそ うで あ って,例 えばKraus(1907
年)等 の研究 で も,竹 内松次 郎元東 大教援 等の説 に よ
って もCholera v ibrioはHemotoxinを 産成 し得 る も
のの 中に 属す も と断riし てい る。 そ してKoch's cho-
Iera vit)rioの 中に も強 力にHemotoxin を 分泌 す
るStrainが あ り,そ の よ うなStrainで はBouilloll
cultureに て もBlood agar-plateに あ って も定 型 酌
な溶1血1反応 を認め る。従 っていわ ゆ るGrieg's testな る
ものはKoch's cholera vibrioとGotschlich's vibrio
を区 別す る方 法 として認め 得 ない と云 うの であ る。 更
に又,彼 等は非病 原性 のVibrio群 に も強 くi-iiemoto-
xinを 分泌 す るこ とを証 明 出来 るStrai=nが あ って,
従 ってこの様 なHemotoxin問 題等 に 依 存 し て,
Cholera vibrioの,種 別鑑定 に応 用す ると云 う主 張
に は尚更賛 成 し得ない と反 論 してい る が,同 感 で あ
る。又Cholera vibrioでBlood agar plateに 溶 血
環を形 成す る場 合があ って も,夫 れ はHemotoxinの
作 用では な くて,vibrioの 発育 に伴 う栄養吸収 に よ
るため に透 明帯を形 成す る もの だ と主張す る説に も私
は 同調 出来 ない。
 又時 としてBlood agarで 溶 血環 が 認 め ら れ て
Bouillon ct11ture に よってHemotoxinの 証 明が 溶…
血反 応 に よって 出来 ない場 合 のあ ること は, Hemo-
toxin.が 産生 されてい ないの ではな くて,培 養液 中に
てHemotoxinは 稀薄 とな るために吾人 が 目撃 出来 る
だけの溶 血反応 を現 わ し得 ない ことの あ る迄の こ とと
解 すべ きであ ろ う。殊 にその際 の供 試菌株 のHemO-
tOxin産 生能 力の弱い場 合 には,そ うで あ ろ う。
 一 方Blood agar plateにCholera vibrioを 培養 し
た場 合,例 え そのStrainのHemotoxil1分 泌能 力が多
少弱い もので あ って も,Colnyに よ って産 生 された
Hemotoxinは,そ のColonyの 周辺 に集 中的 に浸透
して溶 血反応 を顕わ し,薮 に溶血環 が認め られ るの だ
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と解 して よい と思 う。 ところが此 の場合 用い るBlood
agar plateの,そ の層 が厚 きに失 っす ると,総 じて
溶 血環は見 え難 くな るか,又 は見えな くな る。 この よ
うな場合 に は,Blood agar plateの 層が厚 くな った
ため に,生 産 されたHemotoxinの 浸透 分散 面 が拡大
す るので,そ のため にHemQtox呈nは 稀 薄 とな り,力 が
弱 まる結果 と見 て よい と考 える。即 ち 厚 層 のBlood
agar plateで はHemotoxinの 産生が なか ったの だ
とは解 され ないの であ る。此 の ような現 象 は他種菌,例
えば Staphylococcus and streptococcus等 を取 り
扱 う機会の多 い臨床細菌 検査所等 では 日常 目撃 す る事
例 であ る。
  (記)Grieg's testと は?
  供試菌 の24時 間Bouillon cultureの 一 定量 に型 の
  如 く洗 瀞操作 した 山羊 赤血球 の3%浮 游 液 の等量
  を注加 し370C内 に2時 問静置 して溶 血反応 の有無
  を判定 す る。之 がGriegの 原法 であ る。
 次 はCholera vibrioの 免疫学的知 見 であ るが,本
件 に関す る研 究 では本邦で は欧米を凌 ぐ業績 が あ る。
例 え ば,壁 島 為 造 博 士(1913年)はkoch's cholera
vibrioを 原型 と,異 型 とに 別け,更 にそ の後,野 辺
地慶 三博 一ヒ(1923年)は 壁 島氏 とは全 く別途 に も う一型
あ るこ とを実証 し,之 を中間型 として 発表 し,Cholera
vibrioに は三型 の存立す る ことを認 むべ きだ と 説 い
た。 そ して 以上は総 てCastellani's absorption test
によ って完 成 され た。そ こで本問題につ いては 欧米 で
も諸 学 者に よって復 試追認 され,壁 島氏 の原型をOri一
ginal type,そ して異型をVariant typeと し,又
野辺 地氏 の中間型 をMiddle typeと 呼 んで公式 に分
類表 に掲げ,之 を 証認 してい る。
◎舗 一堰羅 轄 鰍鶏.
 第二 節 Paracholera vibrio(Celebescholera)
 南方 コレ ラにParacholeraな る病 名を最 初1'rY`.命名 し
た学 者 は既 述 の如 く,De Moor氏(1938年)で あ る。
当時 マカ ッサ ル衛 生研究所 長 であ った彼 はセ レベス島
南部の マ カ ッサ ル半島一帯 にわた って1937～1938年 に
か け て,Cholera-like diarrhoeaを 主徴 とす る一 種
のCholera Iike diseaseの 流行に遭 遇,そ こでDe
Moor氏 は本 流行病 について病 原学的,且 つ細菌学 的調
査 研究 の結果,① その病原がGotschlieh's EL-Tor
vibrioで あ る こと,②Koch's choleraが 重症 で死亡
率 も高 く,而 もその流行 は汎 発的であ り,且 つ爆 発的
発生を見 るこ とが多 いのに対比 して,本 流行 は散発的
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であ り,比 較的 軽症で南 部セ レベ スのマ カ ッサル地 方
のみ に局限 して流行 し,恰 も風 土病的 性格 を備えて い
ると して,之 を コレラ類 似症 と しての観 点か ら,特 に
本症 にParacholeraと 名称 し,公 表 した も の で あ
る。 ③ そこでDe Moor氏 の此 の提唱 をWHOが その ま
ま採択 した こ とか らDe Moor氏 のParacholeraが
国際的 名称 として扱われ るに 至 った もの であ る。
 その後 も,De Moor氏 の此 のParacholeraは,数
次 に亘 ってマ カ ッサ ル地 方に 流行 してい るが,不 思議
にセ レベ ス島以外に飛 火流行 して いない と ころか ら,
ガン ジス系 のKoch's choleraを 別名Asia cholera
とも称 す る ところか らDe Moor氏 のParacholera
を又,Celebes choleraの 別 名に て も呼ぶ に至 ってい
る。
 尚ほCelebes choleraの 流行 次 としては,第 四次
に相 当す る1957年1月 に,マ カ ッサル市 内に本症 の流
行が始 ま り,初 めの3ケ 月間 に52名 の同患 者 を発生 し,
漸時 下火 とな ったが,1958年2月 迄 に,更 に18名 の患 者
を 出 し,合 計70名 と,更 に マ カ ヅサ ル半 島の東岸地 区
に81名 のCelebes choleraを 出 し,国 際検疫上の 問題
と成 ったが,ParacholeraはCelebesの地万病 で あ
るとの観 点か ら,此 の時 もWHO国 際検疫 委員会 は 国
際衛 生規則の対策 の一 つ であ る 「コレ ラの項か らは除
外 すべ きもの であ る」 と議 決 して し まって い る。 而 し
その当時の事実 を文献を通 じて調査 して見 ると,こ の
第 四次の流行 中,こ のParacholeraは ジヤ ワ島 に侵
入 し,首 都 ジ ャカル タに2名 の同患 者を出 してい る。
即 ち,此 の頃か らぽつぼっParachoteraなる こ の
Celebes choleraの 地 方病的 性格 が失われ 始めた こ と
に な るのであ る。他面又Celebes choleraは 前述 の如
く稽 軽症 と見 られ てい るが,De Moor氏 が最 初 に 不
症 に遭 遇 した1937～8年 の流行 で は65%も の死亡率 と
され てい る。決 して低率 とは 認め難 い。元来Paracho
leraな る名称 は,従 前 には真正 コレ ラ菌 と血 清 学 的
に異 った極めて弱 毒性菌に よ るCholera様 病 に対 し
て附せ られた もので病勢 も弱 く,死 亡率 も低 い本当の
コレ ラ類似症 に命 名 された病 名 であ る。鼓 にEL-Tor
vibrioに 原因 す る,い わ ゆ るCele『bes choleraに 対 し
深 い細 菌学的考 慮 もな くdirectにParachoteraと名
称 した こ と自体 が,今 次 ブイ リッピン地 方流行 のCho-
1era対 策 に対す る混乱の 生 じた元 とな った と 云 う こ
とを菰 に提言 してお く。 さてそ こでDe Moor氏 の命
名したParacholera即 ち, Celebes choleraの 原 因
菌 であ るEL-Tor、ibrioで あ るが,本 菌 は既 に述べ
た よ うに1906年 にGotschlich氏 にこよって初 めて公表
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された もので あ る。
即 ち.Gotschlich氏 は エジプ トの西 北地 区Sinai半 島
に あ るEL市 のTor検 疫所 に於 い てMecca地 方 か
ら帰来 した巡礼 の 中にCholera Like diarrhoeaを 主
徴 とす る下痢 患者 を収容 し当患者 の下痢便か らKoch's
cholera vibrioと 極めて近 縁関係 にあ るVibrio菌 を
発見 し,当 患 者 の病 因菌 として1906年 に学 界報 告 した
ことが,今 日のEL-Tor vibrio発 見 の由来 とな った
もので あ る。
 その後,此 の地方に は屡 々本症が流 行 して 来たが,
就 中1930～1年 にか けて,同 地 方に大 きな本症 の 流
行 が あ り,そ の 際 もDoorellbos氏 に よ っ て
Gotschlich's v ibrioが 多 数の患者 か ら採集 されて い
る。此 の頃か ら本症をEL-Tor choleraと も呼び,
原 因菌 のGotschlich's vibrioをEL-Tor vibrio或 は
EL-Tor cholera vibrio等 と呼ばれ て,東 西 の細菌 学
者 に注 目され ると ころ とな り,各 種 の研究 が 進 め ら
れ,そ して必 然的にEL-Tor v ibrioとKoch's cholera
vibrioと の異 同問題等 も種 々検討 され るに至 っ た 。
そ の結 果両菌 種 間にはBiological and Immunologi
catに,共 に区別 がない とされ た中に,独 りGrieg氏
の みには異論 があ った。即 ちGrieg氏 は前段 に も略
述 した よ うにEL-Tor vibrioはBoui110n『cul'ureに 於
い てSo!uble hemotoxin(Exo-hemotoxin)を産生す
るが,Koch's cholera、ibrioは 本性能 を欠 ぐと云 うの
で ある。 斯界 で此の方法をGrieg's testと 称 し,頭 初
よ り本問 題に対 しては種 々異論 はあ るが,尚 ほ今 日残
され た試 験方法 であ る。が しか し前章 に も色 々 と此の
問題に関 しては,私 としては卑見を 述べ ておいた ので
此処 には繁 を避け て省略す る。
 扱 て次 にEL-Tor vibrioの 免疫 学的性質 であ るが
此の点 も前 に述べ た如 くKoch's vibrioと 区別が な
い。 即 ちEL-Tor vibrioも 壁島及 び野辺地 法に よ る
原型,異 型,中 間型の別に3typeに 分類 出来 て,而 も
EL-Tor v ibrioの 上記3typeの 夫 々は, Koch's cho-
lera vibrioの 原型,異 型,中 間型 の夫 々 と相対的 に
抗 原構 造を完全 に一 致 して区別 な く,従 って予 防 ワク
チ ン問 題等の点 も互にMixに 使用 す ると云 う塩 梅 であ
る。言い換 える とKoch's cholera vibrioとDe Moor's
paracholera vibrio(EレTor vibrio)と の3typeは 夫
々各Type別 にAlltigenを 共 通にす る と云 ことであ る。
 次 はDe Moor's Paracholera即 ちCelebes cholera
の疫学 的観 察 であ るが,度 々述 べた よ うにDe Moor's
Paracholeraは 流行 が局地 的 でマカ ッサル地 方の風 土
病的観点か ら,別 名Celebes choleraの 病 名が あ る程
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なの であ るが,此 の点が前段 に も一 寸触 れた よ うに1
957～8年 の セ レベ ス島に於け る第 四次流行 中,既 に ジ
ヤ ワ島の ジヤ カル タ市に 飛火 し2名 のCelebes chole-
raが 発生 してお り,更 に今 回南方 方面に流 行中 のDe
Moor's Paracholera は 野辺地博=土 の現地 調査の 報
告 に よる とまつ,そ の端緒を,1960年1月 の マカ ッサ
ル市 内の下町地域 に本症の流 行が始 まった ことに求 む
べ きだ としてい る。即 ち,同 年5月 迄に,同 地 域 に
EL-Tar vibrioに よるCholeraが30名 発生 し,13名
が死亡 し てお り,次 いで同年9月26日 に は東 北 セ レ
ベスの ゴ ロン タ ローか ら60名 のCholera死 亡者の 届
が 出て お り,其 の 内の10名 の死体 検 査 か らEL-Tor
vibrioが 検 出されてい る。従 って少 くとも此の10名 は
De Moor's Paracholeraの 死 亡者 と断定 出来 るの であ
る。 越 えて1961年 の4月 末に は,こ の流行は 中部 ジヤ
ワの諸地域 に飛火拡大 し,同 年10月 までに280名 の 同
患者 を出 し,95名 の 同死 亡者 が出てい る。 尚ほ,此 の
流行 期間 中(7月1日)に,ジ ヤ カル タに も,同 患 者
を 出 してい る,又 同年10月5日 に野辺地博 七自身 もジ
ヤ カル タ大学 病院 に立寄 り,定 型的症 状のCholera患
者を診,更 に同大学 でEL-Tor vibrioのVariant type
(小 川型)に 原因す る と確認 され たCholera患 者16名
を認 めて帰 った ことを併 せ て報告 してい る。そ して野
辺地 博十 は該vibrioが,セ レベ ス病 源 巣系の もの と
推定 し寧 ろ之を強調 してい る。
 次 い で叙 上同系のCholera vibrio(EL-Tor vibrio
Celebes)が1961年7月 には ボルネ オ島サ ラ ワクの首都
クチ ンに飛 火流行 し,こ のCholeraは 更 に隣 接地 区数
ケ所 に蔓 延拡大 して 同年10月 迄 に,同 患 老 発生届 出表
面 数のみに て も206名 と,17名 の死亡者 を調 査 してい る
。 そ して同年8月 に は,こ のCholeraが,ホ ンコン及
びマ カオ地 区 に侵 入 し,同10月 迄 にマ カオ地区で16名
の患者 と6名 の死亡 者を 出 し,又 ホ ン コ ン で は 同
Cholera患 者129名 と,同 死亡者15名 の調 査公報を 確
知 し,而 も このCholeraが 中共 地域に侵 淫 し,2P4
名の同患者 と28名 のCholera死 亡者を 北京政府 発表
として,ジ ヤパ ン タイムス紙 にて 知 り,そ の際,野 辺
地氏 は,ホ ン コン,マ カオのCholera流 行 がWHO
の報 道 として 小川型 真正 コレ ラで あ るのに 対 し,中 共
地 区流行 のCholeraはDe Moor氏 のParacholeraで
あ る との中共 公辺 の報告を 同新聞 にて見 た こ と を 報
じ,同 博 一土は,上 記三地 区流 行 のCholeraは 総 て一一
連の繋 が りを持 つDe Moor's Paracholeraで あ る
と推 断 し之を強調 してい る。
 別途に 日本 官辺(厚 生省)の 調査 に よ るとマ カオ,ホ
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 ン コン地 区の上記Choleraは 殆 ど海 岸沿いに流行 し,
就 中,水 上生 活老 に多発,(総 患 者中の3Q°o)が 認 め ら
れ てい る。 そ して又 同患者接 触者の保菌 者調査 で も陸
上生 活老731名 中に同菌保 有 者は53名7%で あ る の に
対 し,水.ヒ 生活 者 では,4名 に1人 の割 合,即 ち25°v
の保菌 率が認 め られ た ことを調査 してい る 。 此 の 点
Cholera流 行 に際 して は往時 と_1し く,流 行地 帯の海
辺 の危険性 大 なる ことを 示 してい る と云 って よい。
 一 方此の期 間中 セ レベ ス島を飛 び出 した い わ ゆ る
Celebes choleraは1961年9月22日 に ブイ リッピンの マ
ニ ラ市内の環境衛 生不 良地域 に飛火 し3名 のCholera
患者 を出 したのを 初発 として,漸 次 周辺 に蔓延 して殆
どブイ リッピン諸 島全 域 に散 発を始 めて,1962年1月
27日 迄の19週 間 内に累計12.374名 の 同Cholera患 者 と
1・765名 の 同死 亡 者を 出 した ことが我厚生 省の調査面
の数 字であ る。而 もブ イ リッピン諸 島の今 回の流行 コ
レラ病 はDe Moor's Paracholeraで あ ることはその
原因菌型 がEL-Tor vibrio variant type(Ogawa typ
e)で あ る とす ると ころか ら確認 されて いる。
 叙 上,今 期の 南方Cholera流 行 の原因菌型 並に 同
流行 の 足取 りを考 察 す ると1960年1月 にマ カ ッサ ル市
に発 生 した ものが1年 中セ レベス島内 に 「くすぶ り19
61年 春に ジヤ ワ島 中 部の北岸 漁港,続 いてス マラン港,
ジヤカル タ,と 転 々と飛 火流行 し,此 のCholeraが
更に ボル ネオ島 のサ ラ ワクの クチ ンに侵 入 し此処 で患
老 の発生を見せ,次 で旧英領 同志の経緯 のか らみ合 い
もあ って往復の 激 しい ホン コン に 同 系 と 思 わ れ る
Choleraが 発生 し,そ して近隣 の マ カオ に 飛 火,漸
次 中共 に侵 入 した一 連の流 行 と,又 一 方此 のCholera
はセ レベス島か らボル ネオ1島のサ ラ ワ ク地域…帯 を汚
染 し北 ボルネオ地域 か ら ミン グナオ次 で ブイ リッピン
諸島一 帯 に拡 大流 行 してい る足取 りが見 られ るが,此
の よ うな二方 向に向 っての流行を示 した こ とに よった
ものか,WHOは 最初,今 次 の此の 南 方Cholera流
行 を ガン ジス系Choleraと,セ レベス 系Choleraの
二 元流行を報 じてい るが,野 辺 地博 土の進言 力説 を受
け入れ た,シ ンガポ ールの,WHO伝 染病情 報局 の 要
請 にて,今 期 南方各地 の流行 コレラ菌株 を集蒐,之 を比
較検討 した マ レイ連邦 ク ワラルン プール市の国立医学
研究所 の実験成績 に よって,被 検菌 は何 れ も,か つ ての
De Moor's Paracholeraの 原 因 で あ る EL-Tor
vibrio variant type(Ogawa Strain)に 該 当す るも
の であ った ことが 明確に な っている。 又 その後 研究の
た めに比島 よ り日本 国政 府 に取 り寄せ られた今期 同比
島流行菌 種 もEL-Tor vibrio variant type(Ogawa
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strainに 該当 す る もの で)あ った。
 従 って1960年1月 セ レベス 島マ カ ッサ ル市の一隅 に
発生 を見たいわ ゆ るCelebes choleraは 薙 に大 々的 に
汎発 性に比島 群島を 含む 南方諸地 域一帯及 び中国地 に
迄 波及 し,拡 く蔓延 流行 した ことが確 実に な り,1938年
De Moor氏 のCelebes choleraの マ カ ッサ ル地 区
に於け る風土病 的認識を 全 く更むべ き事実が発生 し,
同時に又,今 期流 行 中の 南方 コレ ラが,い わ ゆるPara
choteraと 称 すべ きもので は な く,そ の 病 原 はEL
Tor vibrioで あ り,De Moor氏 の云 うParacholera
に該当 す るもの ではあ っ て も,事 実は真正 コレラ ・エ
ル トール型 と も称 すべ き もの と認識 され,此 点学界 に
は大 きなplusと な った こと も大 きな取 獲 で,之 は決
して見 迩 して な らない こ とと思 う。
第 四 章 EL-Tor vibrio こGotschlichミ の 分
     類 学 上 の 位 置
 EL-Tor vibrioがSimilar cholera vibrioと 云 う
気持 で,1906年 にGotschlichに よって, EL市 のTor
検 疫所 に於いて,Cholera like dairrhoeaを 主徴 と
す る患 者便か ら分離 採取 して発表 され た も の で あ る
が,本 菌 はKoch's cholera vibrioと 何等区別の な い
もの と主 張す る学者 と,Grieg氏 の如 く,上 記両 菌種
を夫 々Bouillon cultureを 成す ことに て, Gotschli
ch's vibrioはSoluble hemotoxin分 泌 性 であ るのに
対 し,Koch's vibrioは その 性能 が無い として両者 を
区別すべ きだ と力説 す る者 とがあ り,而 も此の両説 に
は夫 々に賛 成学 者 もあ って互 に反論 しなが らも今 日に
至 ってお るが,Gotschlich's EL-Tor vibrio(Soluble
hemotoxin分 泌型)で も Strainの 別 にて強毒性の
もの もあ って決 して弱毒 菌 のみ では な く,両 菌種の生
物学 的性 質での類 別 も至 難の よ うに思 う。又EL-Tor
vibrioも 壁 島,野 辺 地,の 力 法に て原型株Original
tyPe's strain異 型株Voriant type's strain中 間型株
Middle type's strainの3typeに 区 分され,而 も夫
々のtypeは 又, Koch'scholera v ibrioのOriginal
type, Variant type, Middle typeの 夫 々と完全 に一
致共通す る抗 原構 造 であ り,総 て免疫学的 にはKoch's
cholera vibrio と Gotschlich's EL-Tor cholera
vibrioと の区 別は 出来な い こ とが確認 事項 であ る。
そ こで予 防 ワクチ ン問 題 も同一 視 して扱われ るが,製
造に当 ってはそ の万全を 期待 して,各 種 をMixし て要
に望ん でいる ことは当然 であ ろ う。流行 に際 して も防
疫行政 上毫末 も両者 間に 区別 が あ って はな らないこ と
も言を 侯た ざる ところであ る。
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 最 後 にKoch's cholera vibrio group, EL-Tor cho-
lera vibrio group and Similar cholera vibrio
groupのAntigen analysisに 基 く 分 類 を 壁 島,野 辺
地,White, Gardner and Bergey等 の 文 献 に よ っ て
表 示 す る と 次 の 如 く で あ る 。
◎ 日 本 分 類 法
  A.壁 島 の 分 類 法 1913年
   Koch's cholera vibrio
(a)Original type(lnaba
(b)Variant type(Ogawa:識;殿}辮
  B.野 辺地 の分類 法1923年
     Koch's cholera vibrio
(a)Originaltype(lnabastrain)kabeshima
(b Varianttype(Ogawastrain)
(c)Middletype(Hikoshimastrain)Nobeji}1
  以上のA・B分 類 は国際的 に も認 め られ てい るもの
で何れ もCastellani's absorption testに よって成 さ
A-group‐Sub group
(a) Original type
(b)Variant type
れている。
◎ 外国の分類法
A.Whiteの 分類法 1935年
八9・up{慰;1嚢蹴1欝 灘tes,
         positive strain)
B-group…non phathogenic viLrio
  以 上A.B.の2群 と し て, A-groupにH-antigenを
共 通 す る も の の み のpathogenic vibrio groupを 一`
括 し,B-groupにnon pathogenic vibrioを 所 属 せ し
め た 。
B.Gardnerの 分 類1935年
  GardnerはCholera vibrioを0-antigien analysis-
methodに よ っ てWhiteの分.N¥のA-group vibrio
を,更 に1.皿.皿W.V.Mの6区 分 と し て,之 を
Sub-groupと 呼 び,次 の 如 く 分 類 し た 。
Inaba strain(稲 葉株)
               Ogawa strain(小 川 株)
(c)Middle type
               Hikoshima strain(彦 島 株)
(d)EL-Tor  v'ibrio(strong toxic strain)
               agglutinable strain
B-group=Sub group K～Vl-Vibrio Paracholera
and EL-Tor`ibrio some strain(Feeble toxicant)
Cholera vibro and Some strain of Similar cho-
1era`ibrioのWhiteのA-groupに 所 属 す るvibrio
C.Bergey
     i-o-sub group]
     i
群 のH-antigenはall vibrio に共 通であ って分類 の
対 象に な らない の でGardn・erは0-antigen analysis
methodに よってのみ上 記の如 く分 類 した ものであ る。
の分類 1957年
      Bergey's classification of cholera vibrios
                    l
   i
hemolytic
(Goat cells)
EI,-Tor vibrios
Original type
Variant type
?Middle type
              1
0-Sub group皿 ～VI
 inon hemolytic
(Goat cells)
Cholera vibrios
 Original type
  Variant type
  lVliddle type
     and
individual caces
(Mostly hemolytic)
Paracholera
Cholera Iike and
Some EL-Tor ti ibrios
昭和37年6月(1962)
    む す  び
 以上述べた 全般を総 括考案 するに1960年 以降 セ レベ
ス島 マ カ ッサ ル地 区に突発 したCholeraは いわ ゆ る
Celebes chole「a,即 ちDe Moor's paracholeraで あ
って,之 は云 うまで もな くEL-Tor vibrioに よる もの
であ った。而 も後 日の研究 でVariant type(Ogawa-
strain)に 該当 す るもの と判 明 し て い る が,こ の
Celebes choleraが1960年 中Celebes島 内 に 「もたつ
き,越 えて1961年 春(4月)にCelebes島内,殊 に
マ カ ッサ ル地帯 に風土病的存 在 を 示 し て 来 たDe
Moor's Paracholeraが, Celebes島 を脱 出 して ジヤ
ワ島 中部地帯 の北岸 漁港及 びスマ ラン港,続 いて ジヤ
カル タと蔓 延 を拡 大 し,更 に此のCholeraは ボル ネ
オ島サ ラ ワク地域 等を始め として遂に は ホン コン,マ
カオ,中 共 入 りと,中 国に迄 延び,一 方1961年9月 か
らブイ リッピン群島 一帯に拡 大流行 し汎 発性の 大流行
とな った。 各地の このCholeraの 流 行 状況及 び 当 コ
レ ラ患 死者数 等 も既 に本文 に記載 した し薙 には その重
繁を 避け るが,事 実 は無 届事項 も推 定 され,そ れ で実
数は本 著文 章中数字 に数 倍す ると一 般に予想 され 相当
過大 な累計 となってい ると見 られ てい る。
 ここに於 いてDe Moor氏 のParacholeraは 完全 に
De Moor氏Paracholeraな る命 名条 件を 破 りCelebes
choleraも 汎 発性流行を成 し得 るものであ る ことを確
証 した訳 であ る。而 し此 のCelebes系Choleraはガ
ンジス系Choleraの 如 く爆 発的流 行の 形式 は とら ず
今 回 も散発性流 行の形式 で はあ った様であ るが,流 行
原がVariant typeで あ る以上,多 少病勢 が弱 く 死
亡率 等 も幾 分低い傾 向にあ る こ と 等 は ガ ン ジ ス 系
Variant typeで も租 々相等 しきもの であ る ことは 一
般病 原菌等 の通性 と見 て よい と思 う。
今 回の貴重 な経験か らCelebes choleraもDe Moor氏
の命 名条 件 に当て 嵌めたいわ ゆるParacholeraで はな
く,EL-Tor cholera或 はCholera EL-Tor typeと
して真正 コレ ラの取扱 いに切 り換 え るべ きが妥 当の措
置 と信 ず る。而 して現段階 に於い てCholeraを ガン
ジス系 コレ ラ即 ちKoch氏 のAsia choleraとDe Mo-
or氏 のCelebes cholera又 は之をEL-Tor choleraと
して二病 源巣を確 立す るこ とには異論 な しとして も両
老 は共 に首 記D如 く真正 コレラとして認 む べ き で あ
る。而 も今 回,幸 いに して,WHOも,一 応取扱 いの
上 では,真 正 コレ ラとして の扱 い方につ いての 日不の
主張 を認め たの であ るか ら,こ の ことを此際速 かに,名
実共 に明か にす る意味 に於 いて も,最 早WHOは 判
然 と国際衛生 規則 の中に嵌 めて,以 って国際 検疫伝 染
一9 一
病としての扱いをなすべ きが,今 回の如き国際防疫上
の混乱を再び繰返さぬために も,緊急,且 つ重要な事項
であることを確信 し,菰 に之を強調 して校を欄するも
のである。(1962年5月1日 於京都女子大学衛生研究室)
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◎(追 記) 此の問題は著者(平 田)が本著提出印刷中
の昭和3i年5月29日 付にてWHO本 部よ り日本政府
に対 しCelebes choleraを 真正 コレラとして扱い,
国際検疫伝染病 とする旨の公文が届いた」ことを薙に
追記して著者等の主張の正当 であった ことを喜びとす
る。
